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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

南
河
内
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

�

有
田
憲
司
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
小
児
歯
科
学
講
座
主

任
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

小
児
の
歯
の
外
傷
最
前
線

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
30
日
（
土
）
午
後
７
時
～
９
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

尾
内
康
彦
氏
（
大
阪
府
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

50
人

患
者
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る「
技
術
」

北
河
内
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会
場　

ツ
イ
ン
21　

４
階
２
会
議
室　
　

定
員　

50
人

　
　
　

�

（
地
下
鉄
長
堀
鶴
見
緑
地
線　

大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ク
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

講
師　

高
橋
貫
之
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
周
病
学
講
座
助
教
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
周
治
療
の
最
前
線

北
大
阪
・
三
島
地
区

日
時　

３
月
24
日
（
日
）
午
前
８
時
～
午
後
１
時

集
合
時
間　

午
前
８
時
現
地
集
合

場
所　

兵
庫
県
三
田
市
小
柿
渓
谷（
大
阪
か
ら
車
で
約
70
分
）

定
員��

20
人
（
先
着
・
要
事
前
申
し
込
み
）

参
加
費　

�

会
員
、
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
一
人
４
千
円
（
貸
竿
、

エ
サ
付
き
）

※
詳
細
は
、
お
申
し
込
み
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

ほ
の
ぼ
の
あ
ま
ご
釣
り
大
会

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～
９
時

会
場　

�

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
堺
市
」
駅
下
車

３
分
）

講
師　

小
倉
孝
文
氏
（
市
立
堺
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

患
者
を
口
腔
外
科
に
紹
介
す
る
時
の
注
意
点

口
腔
粘
膜
疾
患
か
ら
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
ま
で

283

ク
ラ
ブ
へ
の
思
い

浅
埜
　
正
人
（
大
正
区
）

絵　藤田　進 （河内長野市）

　

現
代
の
無
歯
顎
症
例
像

は
、
総
義
歯
補
綴
学
の
治
療

原
則
を
決
定
し
た
〝Classic�

article

〟�

が
対
象
と
し
た
平

均
的
症
例
像
と
は
異
な
り
、

著
し
く
悪
化
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
か

つ
て
の
よ
う
に
易
し
い
症
例

か
ら
順
を
追
っ
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
す
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
ず
、
初
学
者
で
あ
っ
て

も
い
き
な
り
顎
堤
吸
収
の
著

し
い
難
症
例
に
対
応
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
背
景
か

ら
か
、
近
頃
、
様
々
な
特
殊

な
術
式
や
理
論
が
乱
立
し
て

い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
先

生
方
は
術
式
の
み
に
目
が
向

い
て
、
な
ぜ
そ
う
す
れ
ば
良

い
の
か
、
何
が
問
題
な
の
か

と
い
う
本
質
を
理
解
し
て
い

な
い
た
め
、
同
じ
術
式
を
使

っ
て
も
、
た
ま
た
ま
〝
よ
い

義
歯
〟
に
な
る
場
合
も
あ
れ

　

人
の
縁
と
は
不
思
議
な
も

の
で
、
学
生
時
代
か
ら
ク
ラ

ブ
の
先
輩
後
輩
と
は
長
い
付

き
合
い
だ
。
学
生
の
頃
、
我

母
校
大
阪
歯
科
大
学
の
名
物

行
事
で
も
あ
っ
た
ク
ラ
ブ
の

新
入
生
勧
誘
、
そ
こ
で
た
ま

た
ま
つ
か
ま
っ
た
ク
ラ
ブ
が

こ
れ
か
ら
長
い
付
き
合
い
と

な
る
ボ
ク
シ
ン
グ
部
で
あ
っ

た
。
こ
こ
か
ら
私
の
歯
科
医

師
に
関
す
る
人
生
が
始
ま
っ

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。

　

学
生
生
活
の
６
年
間
、
選

手
時
代
わ
ず
か
４
年
間
の
ク

ラ
ブ
活
動
で
は
あ
っ
た
が
40

歳
を
超
え
て
今
な
お
繋
が
り

は
深
い
。
何
か
の
折
に
つ
け

や
れ
飲
み
会
、
ゴ
ル
フ
、
学

会
参
加
等
々
一
緒
に
行
動
す

る
機
会
が
あ
る
。

　

大
学
卒
業
後
、
や
は
り
ク

ラ
ブ
の
縁
で
部
長
で
も
あ
っ

た
故
今
井
久
夫
教
授
の
も
と

歯
周
病
科
に
お
世
話
に
な

り
、
歯
科
医
師
と
し
て
の
初

め
て
の
バ
イ
ト
も
や
は
り
先

が
一
回
り
二
回
り
も
違
う
の

に
現
在
会
う
と
す
ぐ
学
生
の

頃
に
戻
っ
て
し
ま
い
、
学
生

の
頃
の
よ
う
に
素
直
に
話
を

聞
け
て
し
ま
う
か
ら
不
思
議

だ
。

　

こ
の
年
齢
に
な
っ
て
く
る

と
他
人
か
ら
怒
ら
れ
る
事
は

皆
無
に
な
っ
て
く
る
。
知
ら

ず
知
ら
ず
人
と
し
て
驕
り
が

で
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
一
人
間
と
し
て
初
心

に
戻
れ
る
瞬
間
で
も
あ
る
。

こ
の
関
係
は
同
級
生
の
も
の

と
は
ま
た
違
い
自
分
を
リ
セ

ッ
ト
で
き
る
こ
と
で
も
あ

た
。

　

残
念
な
事
に
ど
こ
の
ク
ラ

ブ
で
も
人
員
確
保
が
難
し

く
、
本
業
の
学
業
が
恐
ろ
し

く
難
し
い
時
代
と
の
こ
と

で
、
ク
ラ
ブ
に
割
く
時
間
も

乏
し
く
な
っ
て
い
る
昨
今
で

は
あ
る
が
、
学
生
時
代
の
み

な
ら
ず
卒
業
し
て
か
ら
の
人

間
関
係
が
豊
か
で
あ
る
こ
の

こ
と
が
ク
ラ
ブ
の
最
大
の
意

義
で
あ
る
。

　

２
０
１
１
年
は
東
日
本
大

震
災
が
あ
り
、
日
本
中
が
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
再
認
識
を
し
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
ク
ラ
ブ
を

通
し
て
の
よ
り
深
い
絆
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。

輩
の
診
療
所
で
あ
っ
た
。
開

業
す
る
ま
で
の
期
間
、
歯
科

医
師
と
し
て
の
イ
ロ
ハ
か
ら

様
々
な
事
を
教
え
て
頂
い

た
。

　

学
生
時
代
あ
れ
ほ
ど
う
っ

と
し
い
、
や
か
ま
し
い
と
思

っ
て
い
た
緒
先
輩
方
、
年
代

ば
、〝
だ
め
な
義
歯
〟
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ

う
だ
。

　

ど
ん
な
術
式
を
使
お
う
と

も
ゴ
ー
ル
と
な
る
義
歯
は
同

じ
は
ず
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

〝
だ
め
な
義
歯
〟
と
〝
よ
い

義
歯
〟
で
は
ど
こ
に
分
岐
点

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
回

の
講
演
で
は
、
教
科
書
に
は

書
き
難
い
臨
床
の
本
音
を
交

え
、
日
常
臨
床
で
求
め
ら
れ

る
現
代
総
義
歯
補
綴
の
ゴ
ー

ル
設
定
を
、
印
象
に
係
わ
る

フ
ァ
ク
タ
ー
と
咬
合
に
係
わ

る
フ
ァ
ク
タ
ー
に
分
け
て
お

話
し
し
た
い
。
前
者
で
は
、

特
に
顎
堤
吸
収
の
著
し
い
下

顎
の
舌
側
形
態
な
ど
、
多
く

の
先
生
方
が
誤
解
し
て
い
る

部
位
に
焦
点
を
当
て
る
。
ま

た
後
者
で
は
、
歯
槽
頂
間
線

法
則
が
万
能
の
理
論
と
は
見

な
さ
れ
な
く
な
っ
た
現
在
に

お
い
て
、
本
当
に
フ
ル
バ
ラ

ン
ス
ド
オ
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
は

必
要
な
の
か
、
義
歯
に
付
与

す
べ
き
咬
合
の
理
想
と
現
実

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
べ
き
か
、
実
践
的
な

咬
合
様
式
、
咬
合
調
整
に
つ

い
て
お
話
し
す
る
つ
も
り
で

あ
る
。

　

限
ら
れ
た
講
演
時
間
で
は

あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
症
例
と
ビ
デ
オ
を
交
え

て
、「
鈴
木
の
ル
ー
ル
」
を

使
っ
て
分
か
り
や
す
く
解
説

す
る
。
新
た
に
何
ら
機
器
を

買
い
そ
ろ
え
な
く
て
も
発
想

を
転
換
す
る
だ
け
で
明
日
か

ら
の
臨
床
が
変
わ
る
、
そ
ん

な
講
演
会
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

▽
日
時
：
４
月
21
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１

時
▽
会
場
：
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

▽
会
費
：
会
員
３
千
円
、
未

入
会
者
１
万
円
▽
定
員
：
１

０
０
人

４
月
度
生
涯

研
修
抄
録

顎堤吸収の著しい下顎無歯顎症例への対応
よい義歯とだめな義歯を分ける７つのルール

鈴木　哲也（東京医科歯科大学 歯学部 口腔保健工学専攻　教授）

る
。
私
も
先
輩

達
が
し
て
く
れ

た
様
に
後
輩
達

に
接
し
、
ま
た

そ
の
後
輩
達
が

ま
た
そ
の
後
輩

を
の
輪
廻
で
あ

り
、
そ
れ
が
伝

統
と
い
う
も
の

で
あ
る
と
最
近

よ
う
や
く
分
か

り
は
じ
め
て
き

休業保障募集再開にあたり
加入年齢を超えた会員のみなさまに「特例措置」を実施
　休保制度は、「加入申込資格」を「加入日現在健康な、60歳未満（保険年齢）
の保険医」としており、これは認可制度になっても変更ありません。しかし、保
険業法の改定によって加入を停止している期間に60歳を超えられた会員の方がい
らっしゃることを受け、2013年３～４月の募集期間に限り、加入申込みの「特例
措置」を実施します。
【�対象者】2012年９月８日までに大阪府歯科保険医協会に入会された保険医で、
生年月日が1947年２月２日生～1954年２月１日生の会員（新規加入のみ。増口
は対象ではありません）。
【加入申込期間】2013年３月１日～４月25日（制度発足は2013年８月１日）。
【拠出金の額】１口につき3,700円
【その他の要件】
　①加入口数は３口を上限とします。
　②所定の健康診断結果の提出をしていただきます。
　③�告知書および健康診断結果に基づき、通常申込者と同じ基準で加入審査を行

います。
※�対象者のみなさまには、３月初旬に個別にご案内を送付しています。
お問い合わせは、共済部（℡�06－6568－7731）まで。
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